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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性：ペプチドからN末端グルタミン酸（および少量のアスパラギン酸）を遊離する。,補因子：サブユニットあたり1個の亜鉛イオンに結合する。,機能：レニン-アンジオテンシン系の分解経路において役割を果たすと考えられる。おそらく、初期B細胞系の増殖と分化を制御する役割を果たす。,類似性：ペプチダーゼM1ファミリーに属する。,サブユニット：ホモ二量体；ジスルフィド結合している。,組織特異性：近位尿細管細胞およびネフロンの糸球体上皮細胞に発現する。様々な組織にも存在する。,触媒活性：ペプチドからN末端グルタミン酸（および少量のアスパラギン酸）を遊離する。,補因子：サブユニットあたり1個の亜鉛イオンに結合する。,機能：レニン-アンジオテンシン系の分解経路において役割を果たしていると考えられる。おそらく、初期B細胞系の増殖と分化の調節に関与している。,類似性：ペプチダーゼM1ファミリーに属する。,サブユニット：ホモ二量体；ジスルフィド結合している。,組織特異性：近位尿細管細胞およびネフロンの糸球体上皮細胞に発現する。様々な組織にも存在する。,
	研究分野
	レニン-アンジオテンシン系;
	画像データ
	

	CD249ポリクローナル抗体を用いたMCF7細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ラット腎臓の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された
	

	パラフィン包埋ラット腎臓の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された

